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１．平成30年度8月専決補正予算

◎◎◎◎ 国の 「生活・生業再建支援パッケージ」 に即応し、被災者の日常生活等支援に加え、
商⼯業や農林⽔産業をはじめとする地域産業の再建等に向けた支援など、緊急に措置を
必要とする経費について、専決処分を⾏ったもの

編 成 方 針

予 算 規 模

１．被災者の生活等支援 18億3,758万円
（１）日常生活等の支援 5億7,429万円
◎◎◎◎ ① ⾒守りや相談、住⺠同⼠の交流促進など総合的な⽀援体制の構築 9,331万円
◎◎◎◎ ② 相談窓口の開設や専門家チームの訪問相談等による心のケアの実施 1,237万円
◎◎◎◎ ③ 在宅障がい者・高齢者への個別訪問⽀援 960万円
◎◎◎◎ ④ 都道府県からの復旧・復興業務応援職員の受⼊れ 4億5,901万円

（２）児童生徒の就学等支援 1億7,149万円
◎◎◎◎ ① 被災児童生徒等に対する就学等⽀援（学用品等の補助） 9,701万円
◎◎◎◎ ② 被災生徒に対する奨学⾦の特例制度（返還免除）創設 ≪奨学資⾦特別会計≫ 3,339万円

③ 上記特別会計への繰出⾦ 1,113万円
◎◎◎◎ ④ 住居の被災に伴う転居等により通学費が増加した生徒に対する補助 606万円
◎◎◎◎ ⑤ 児童生徒の学習⽀援等を⾏う教育活動⽀援員の配置 2,390万円

◆ 一般会計補正予算額 188億4,268万円 【累計 6,923億2,751万円 】
◆ 特別会計補正予算額 100億4,885万円 【累計 2,879億9,710万円 】
◇ 予算総額 288億9,153万円

⁂ これまでの補正予算と合わせた予算総額は、812億円

（注：◎◎◎◎は新規施策分）



平成３０年８月９⽇（⽊）
３．専決処分日

被災者に係る奨学⾦の特例（返還免除）を設けるための⼀部改正［公布⽇施⾏］
２．奨学資⾦貸与条例の一部を改正する条例

（３）社会福祉施設の復旧 10億9,180万円
① 児童・障がい・高齢者福祉施設の復旧⽀援 10億9,180万円

2 ．地域産業の再建等支援 263億6,295万円
（１）商⼯業の再建 260億5,159万円
◎◎◎◎ ① グループ補助⾦による中⼩企業等への施設・設備等の復旧⽀援 151億 740万円
◎◎◎◎ ② グループ補助⾦を受ける中⼩企業等への無利⼦貸付 ≪中⼩企業振興資⾦特別会計≫ 100億円

③ 上記特別会計への繰出⾦ 1億円
◎◎◎◎ ④ ⼩規模事業者の再建に向けた販路開拓⽀援 4,000万円
◎◎◎◎ ⑤ 商店街施設の復旧⽀援 3億円
◎◎◎◎ ⑥ クラウドファンディングの活用による中⼩企業等の再建⽀援 979万円
◎◎◎◎ ⑦ 風評被害を防⽌するための観光需要の喚起（周遊旅⾏⽀援） 4億9,440万円

（２）農林⽔産業の復旧・復興 3億1,136万円
① 営農再開に向けた個別訪問による相談活動 952万円
② 国営南予用⽔施設の復旧 ≪国営農業⽔利事業負担⾦特別会計≫ 1,546万円
③ 上記特別会計への繰出⾦ 1,546万円

◎◎◎◎ ④ ⾷⾁処理施設操業停⽌に伴う県産家畜の県外出荷経費への緊急⽀援 1,692万円
◎◎◎◎ ⑤ ⽊材加⼯流通施設等の復旧及び特用林産物の生産継続⽀援 2億5,400万円

3．二次災害防止対策及び社会基盤の充実 6億9,100万円
◎◎◎◎ ① 肱川の氾濫を防⽌する緊急の河床掘削 1億円
◎◎◎◎ ② 国・県が⼀体となった肱川⽔系治⽔対策の前倒し実施 5億円

③ 早急に対策が必要なため池の改修 9,100万円



平成３０年度８月平成３０年度８月平成３０年度８月平成３０年度８月補正予算の内訳補正予算の内訳補正予算の内訳補正予算の内訳

区 分 補正予算額 備 考

国 庫 ⽀ 出 ⾦ 122億2,624万円 中⼩企業等復旧⽀援事業補助⾦ など

繰 ⼊ ⾦ 60億 544万円 財政基盤強化積⽴⾦繰⼊⾦

県 債 6億 200万円 災害復旧事業等への充当予定額

そ の 他 900万円 農地防災事業費負担⾦

合 計 188億4,268万円

区 分 補正予算額 備 考

投 資 的 経 費 172億9,680万円

公 共 事 業 172億9,230万円 中⼩企業等復旧⽀援事業 など

県 単 独 事 業 450万円 公共継足し

繰 出 ⾦ 1億2,659万円 中⼩企業振興資⾦特別会計繰出⾦ など

そ の 他 14億1,929万円 観光物産復興⽀援事業 など

合 計 188億4,268万円

一般会計 歳入予算

一般会計 歳出予算
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